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P3-124 火星探査航空機の検討

柔軟エアロシェル大気突入機とパラフォイル型航空機を組み合わせた
火星探査機を提案し，その成立性を検討．

再突入回収システム用に開発中の展開型の
薄膜フレア型柔軟エアロシェル

スカイスポーツやフライト試験の回収システム
として利用されているパラフォイル，パラモータ

火星探査へ応用
ZYLON製

インフレータブルトーラス

周回軌道離脱から巡航飛行までを，総重量30kg程度（大気突入機
15kg，パラフォイル機15kg）で実現できる可能性がある．

＜実現にむけた重要な技術的課題＞

インフレータブル部の耐熱性の向上 パラフォイル機の揚抗比の向上

→密閉型パラフォイル機を採用．

レジャー用の
パラモータ機

→風洞試験により加熱環境を理解

球形インフレータブル模型

赤外カメラにより
加熱環境を測定．
耐熱性の検証

マッハ数10

~500℃

密閉型パラフォイル機の試作機と
屋内での投下試験の様子


